
■ 臨時総代会を開催しました

■ 農業機械をお譲りします

徳徳
島島
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表紙の
農業人

クニモリ農園
國
くに

森
もり

慎
しん

太
た

郎
ろう

さん	（34歳）

	 都
と

　和
わ

さん	（34歳）

	 音
お

　都
と

ちゃん	（11歳）

	 詠
うた

　丸
まる

くん	（8歳）
安心のネットワーク

徳島県農業共済組合



　

令
和
５
年
３
月
20
日
、臨
時
総
代
会
が
徳
島
県
農
業
共
済

組
合
本
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
総
数
85
名
（
欠
員
１
名
）
の
う
ち
、
75
名
（
本
人
出

席
21
名
、
書
面
出
席
54
名
）
が
出
席
し
、
慎
重
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

安
藝
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
議
長
に
は
山
瀬
克
裕

総
代
（
徳
島
市
）
が
選
出
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
全
議
案
、
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
令
和
５
年
３
月
24
日
損
害
評

価
会
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
、
損
害
評
価
会
委
員
37

名
及
び
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
４
名
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月

31
日
の
３
年
で
す
。

委
員
の
改
選
を
行
い
ま
し
た

第
１
号
議
案　

徳
島
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
変

更
に
関
す
る
事
項

第
２
号
議
案　

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
（
家
畜
共
済
）
の

設
定
に
関
す
る
事
項

第
３
号
議
案　

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
設
定
・
適
用
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
伴
う
疾
病
傷
害
共
済

の
激
変
緩
和
措
置
の
運
用
に
関
す
る
事
項

第
４
号
議
案　

定
年
引
上
げ
に
伴
う
諸
規
則
の
一
部
改
正
に

関
す
る
事
項

第
５
号
議
案　

損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所
運
営
委

員
の
選
任
に
関
す
る
事
項

附
帯
決
議　

軽
微
な
修
正
事
項
の
組
合
長
一
任

臨
時
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た

山瀬克裕総代（徳島市）

提

議

出

案

阿波銀行 ふれあい健康館

大阪王将
徳島沖浜店

ケーズデンキ沖浜店

山城公園

チ
ャ
ー
リ
ー

徳
島
沖
浜
店

OK スポーツクラブ
山城

SWEETS WORKS
エクレール

唐揚げ専門店 黄金鶏

NOSAI 徳島
本所

NOSAI 徳島
本所 家

畜
診
療
所

紳士服はるやま

55

　令和５年４月１日をもって、家畜診療所は徳島県農業共済組合本所
（徳島市山城西二丁目 74 番地）に併設となりました。

家畜診療所が移転しました

ＴＥＬ 088−677−4511 ＦＡＸ 088−677−6022
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総
代
と
は
、
組
合
員
の
代
表
と
し
て
最
高
議
決
機
関
の
総
代
会
を
構
成
し
、
事
業
計
画
、
予
算
、
役
員
選
任
な
ど
の

組
合
運
営
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
決
定
す
る
役
職
で
す
。

　

任
期
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日
の
３
年
で
す
。

　

旧
総
代
の
皆
さ
ま
に
は
、
３
年
間
に
わ
た
り
組
合
運
営
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
部
郡・那
賀
郡
区（
５
名
）

上
村　

博
敏

中
山　

昌
之

西
岡　

利
信

原　
　

康
修

西
岡　

稔
高

阿
南
市
区（
14
名
）

柳
本　
　

強

村
田　

和
生

美
馬　
　

徹

村
崎　

明
汎

尾
崎　

則
一

片
山　

正
照

二
宮　

秀
明

大
東　

範
寿

廣
田　

惣
一

南
部　

宣
雄

米
山　

博
城

喜
多　

孝
夫

湯
浅　

壽
廣

柴
田　

忠
行

小
松
島
市・勝
浦
郡
区（
10
名
）

岡
﨑　

勢
一

末
岐　

仁
人

金
西　
　

章

上
田　

幹
雄

井
上　

隆
雄

松
下　

一
一

花
岡　

吉
徳

坪
井　

泰
博

中
尾　
　

旭

平
井　

敏
彦

徳
島
市
区（
10
名
）

中
津　

恵
次

武
市　

誠
介

木
村　

拡
史

岡
本　

憲
治

多
田　

茂
博

山
瀬　

克
裕

伊
川　

幸
治

久
米　

和
弘

友
竹　

福
一

森　
　

隆
章

名
東
郡・名
西
郡
区（
６
名
）

山
田　

光
春

三
浦　

寿
夫

服
部　
　

正

梶
野　

利
男

上
田　

武
志

門
田　

安
敏

鳴
門
市・板
野
郡
区（
10
名
）

安
藝　

精
一

保
住　

好
廣

宮
崎　

通
仁

和
田　

敬
司

岩
田　

好
史

近
藤　
　

弘

児
島　
　

毅

坂
本　
　

駿

上
管　
　

暁

安
岡　

道
博

阿
波
市・吉
野
川
市
区（
17
名
）

三
木　

誠
一

村
雲　

貴
文

坂
東
満
二
郎

兼
松　

英
明

大
村　

敏
信

近
藤　

義
男

松
永　

武
文

上
野　

和
明

金
山　

重
治

鈴
江　

邦
人

八
木　

隆
典

福
井　

英
利

高
田
昭
二
郎

藤
本　

敏
夫

鴻
野　

忠
司

阿
部　

恵
厚

上
田　

晴
美

美
馬
市・美
馬
郡
区（
６
名
）

佐
藤　

充
生

北　
　

光
生

松
原　

知
昭

満
寿
川　

誠

仁
木　
　

崇

山
下　

裕
司

三
好
市・三
好
郡
区（
７
名
）

長
谷　

哲
二

山
下　

順
治

工
藤　

一
雄

宗
廣　

吉
郎

宮
成　

常
夫

谷
藤　
　

隆

松
田　

芳
一

　
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
の
改
選
が
行
わ
れ
、
85
名
の
新
総
代
が

次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

６
名
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

南
部
支
所		

毛
登
山
正
樹

西
部
支
所		

大
川　

佳
伸

	
	

萩
原　

新
市

家
畜
診
療
所		

日
下　

雅
人

	
	

井
上　

敦
嗣

	
	

入
沢　

綾
香

総
代
紹
介

（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

組
合
員
の
皆
さ
ま
、

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山や
ま

下し
た　

真ま
さ

彦ひ
こ

武た
け

田だ　

岳が
く

斗と

新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

①
愛
媛
県　
②
釣
り

③
感
謝

④
８
年
ぶ
り
に
N
O
S
A
I

徳
島
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
心
に
戻
り
、
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
つ
る
ぎ
町　
②
釣
り

③
一
期
一
会

④
新
人
な
り
に
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

①
出
身
地　
②
趣
味
・
特
技

③
好
き
な
言
葉　
④
ひ
と
こ
と
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本所
徳島市山城西二丁目 74 番地

TEL 088−622−7731
参事 日　下　英　樹

事業推進部長 片　山　昌　樹
第一地域グループ

（徳島市・名東郡・名西郡）
◎ 棚　野　博　之
○ 綿　谷　高　洋
○ 井　上　和　樹

今　井　省　吾
幸　平　勝　久
岸　田　映　子
三　浦　明　美
前　川　高　志
西　森　和　也
宇　民　愛　弓
森　岡　謙　介
堀　　　安佑美

第二地域グループ
（鳴門市・板野郡）

◎ 枝　澤　繁　男
○ 内　田　憲　作
○ 廣　永　　　光

安　宅　則　久
八　多　　　宏
本　庄　　　隼
平　岡　容　子
小　泉　伊久恵
関　本　剛　士
飯　田　奈　菜
武　田　岳　斗

家畜診療所
徳島市山城西二丁目 74 番地

TEL 088−677−4511
所　長 棚　野　博　之
獣医師 山　下　真　彦

三　條　研　策

西部支所
美馬市脇町大字猪尻字西上野115番地1

TEL 0883−52−3301
支所長 武　田　大太郎

第一地域グループ
（阿波市・美馬市）

◎ 桑　原　　　勧
○ 大久保　和　裕
○ 宇　民　宜　将

平　岡　敏　雄
岩　瀬　憲　昭
原　田　多統也
有　友　寛　恵

第二地域グループ
（吉野川市・美馬郡・三好市・三好郡）

◎ 西　岡　宏　規
○ 大　西　真　司
○ 町　田　英　之

喜　多　芳　和
板　東　浩　二
原　田　崇　史
杉　村　信　紀

◎リーダー　　○サブリーダー

本　所

日下　英樹参 事

本庄　　隼課 長 補 佐

内田　憲作課 長 補 佐

小泉伊久恵主査兼係長

安宅　則久部長兼課長

三浦　明美課 長 補 佐

堀　安佑美主 事

西森　和也課 長 補 佐
（収穫共済課兼務）

飯田　奈菜主 事
（収入保険課兼務）

総
務
部

総
務
課

事
業
推
進
部収

穫
共
済
課

資
産
共
済
課

西森　和也課長補佐兼係長

八多　　宏課 長 補 佐

枝澤　繁男課 長

武田　岳斗主 事

幸平　勝久課 長

前川　高志課 長 補 佐

森岡　謙介主 任

井上　和樹課 長 補 佐

関本　剛士係 長

宇民　愛弓主 任

部 長
（収入保険課長兼務）
片山　昌樹

事
業
推
進
部

家
畜
共
済
課

収
入
保
険
課

家
畜
診
療
所

監
理
課

片山　昌樹課 長

廣永　　光課長補佐兼係長

岸田　映子課 長 補 佐

（家畜診療所長兼務）
棚野　博之課 長

綿谷　高洋課 長 補 佐

平岡　容子主査兼係長

飯田　奈菜主 事

棚野　博之所 長

三條　研策獣 医 師

山下　真彦獣 医 師

（総務課兼務）
内田　憲作課 長 補 佐

今井　省吾課 長

課長補佐兼係長 前川　高志
（収穫共済課兼務）

よろしくお願いします
徳島 職員配置図

南部支所
阿南市桑野町中野 120 番地１

TEL 0884−21−1050
支所長 岡　久　敏　弘

第一地域グループ
（海部郡・阿南市１）

◎ 下　岡　清　二
○ 山　本　宜　弘

原　田　大　介
中　原　　　唯
堀　本　瑞　貴
溝　内　克　彦

第二地域グループ
（那賀郡・阿南市２・小松島市・勝浦郡）

◎ 木　田　　　誠
○ 関　東　誉　司
○ 萩　野　光　世

粟飯原　幸　弘
加　藤　雅　人
岡　田　健　汰
山　本　理恵子
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詳
し
く
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
本
所
・
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　農業共済は、自然災害等により、農作物
（水稲・麦）、畑作物（大豆）、果樹（なし、
うめ、ゆず、うんしゅうみかん）、家畜、園
芸施設、建物、農機具に被害が生じた場合
に共済金をお支払いします。

農業者のみなさまに応じた加入プランを提供します。万が一の大きな災害に備えて、経営及びリスクに
適した農業共済を選択しましょう！
お見積り等詳しくは、お近くの NOSAI までお問合せください。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
徳
島
で
は
、
水
稲
広
域
一
斉
病
害
虫
防
除
と
有
害
鳥
獣
対
策
施
設
設

置
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
各
申
請
期
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、こ
の
助
成
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

損

防

事

害

止

業

自ら災害に備える意識を高めるとともに、
農業共済に加入しましょう！

収穫量を補償
してもらいたい。

手厚い補償がほしい、
共済金が少ない。

大きな被害だけ
補償されれば良い、
掛金を抑えたい。

水
稲
共
済
損
害
防
止
費

（
一
斉
防
除
）一
部
助
成
金
交
付

◎
航
空
防
除
も
地
上
で
の
散
布
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

組
合
員
等
が
組
織
す
る
防
除
団
体

や
集
落
営
農
組
織
が
実
施
す
る
も
の

で
、団
体
等
に
対
し
て
交
付
し
ま
す
。

※
団
体
等
の
構
成
員
の
農
業
保
険
加

入
率
が
１
０
０
％
の
場
合
は
、
交

付
単
価
が
10
ａ
当
た
り
「
２
０
０

円
以
内
」か
ら「
３
０
０
円
以
内
」

へ
と
上
が
り
ま
す
の
で
、
全
員
の

方
が
農
業
保
険
に
ご
加
入
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
法
人
等
を
含
む
団

体
は
除
く
）

◎
防
除
実
績
面
積
が
１
㌶
以
上
、
団

体
等
の
構
成
員
の
内
、
農
業
保
険

加
入
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
一
斉
防
除
実
施
日
の
10
日

前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
施
設
設
置

支
援
事
業
助
成
金
交
付

　

農
業
保
険
加
入
品
目
を
守
る
た
め
、

鳥
獣
害
に
対
す
る
未
然
防
止
策
と
し

て
、
金
網
、
ト
タ
ン
、
ネ
ッ
ト
（
防

鳥
ネ
ッ
ト
除
く
）、
木
柵
、
電
気
柵
、

捕
獲
用
罠
を
設
置
し
た
加
入
者
等
を

対
象
と
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
自
己

負
担
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
対
象

外
と
し
、
購
入
か
ら
一
年
以
内
か
つ

令
和
５
年
12
月
31
日
ま
で
に
設
置
し

た
も
の
に
限
る
。）

　

防
護
施
設
等
の
設
置
に
要
し
た
経

費
の
内
、
30
％
以
内
で
３
万
円
（
複

数
の
農
業
保
険
加
入
者
で
構
成
さ
れ

た
団
体
、
生
産
組
合
、
法
人
に
つ
い

て
は
、
30
％
以
内
で
５
万
円
）
を
限

度
と
し
ま
す
。

　

申
請
は
施
設
の
設
置
の
確
認
が
で

き
る
日
、
か
つ
令
和
６
年
１
月
31
日

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

果樹共済の共済金を下記のとおり振込支払いしました。 水稲共済の共済金を下記のとおり
振込支払いしました。うんしゅうみかん なし

令和５年３月23日支 払 日 令和４年12月16日支 払 日
1,587,200円支払共済金 882,600円支払共済金
18戸戸 数 ４戸戸 数

支 払 日 令和４年12月22日
支払共済金 13,451,959円
戸 数 272戸

果 共樹 済 水 共稲 済
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本
所 

❻

本
所 

❶

ハンマーナイフモア

管轄事務所　本所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 26 年

消耗が著しく、使用限界に
近い。

本
所 

❹

土壌改良剤散布機

管轄事務所　本所
メ ー カ ー　タカキタ
年 式　平成 27 年

チェーン、クローラが少し緩
い。左クローラの向きが逆。

本
所 

❸

自走式動力噴霧機

管轄事務所　本所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 25 年

本
所 

❽

背負式動力噴霧機

管轄事務所　本所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 24 年

本
所 

❷

自走式動力噴霧機

管轄事務所　本所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 26 年

セルは回らない。

自走式動力噴霧機

管轄事務所　本所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 24 年 

ギア故障のため、バックで
きない。セルは回らない。

本
所 

❼

背負式動力散布機

管轄事務所　本所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 25 年

散布ノズル含む。

　

N
O
S
A
I
徳
島
で
は
損
害
防
止
機
械
貸
出
事
業
終
了
に
伴
い
農
業
機
械
（
付

属
品
含
む
）
を
一
律
１
万
円
で
お
譲
り
し
ま
す
。

　

当
組
合
と
共
済
契
約
の
あ
る
方
（
収
入
保
険
加
入
者
を
含
む
・
令
和
５
年
３
月

31
日
時
点
）
を
条
件
と
し
ま
す
。

　

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。

機
械
の
状
態
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
申
込
時
に
現
物
の
確
認
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
平
日
９
時
か
ら
16
時
の
間
）

抽
選
申
込
書
は
、
本
所
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

（
組
合
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
も
可
能
で
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
先　
本
所 

０
８
８

−

６
２
２

−

４
３
１
５

※
電
話
で
の
申
込
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
複
数
台
の
申
し
込
み
は
可
能
で
す
。

令
和
５
年
６
月
１
日
～
令
和
５
年
６
月
15
日 

必
着

　
抽
選
の
場
合
、
当
選
者
の
み
令
和
５
年
６
月
16
日
以
降
に
電
話
に
て
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。
抽
選
に
外
れ
た
方
へ
の
通
知
・
連
絡
等
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
機
械
の
運
搬
に
つ
い
て
は
、
当
選
者
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
引
渡
後
の
返
金
や
故
障
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
当
組
合
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か

ね
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
引
渡
期
間 

６
月
20
日
〜
７
月
31
日
）

農
業
機
械
を

　
　 

お
譲
り
し
ま
す

からのお知らせ

申

方
込

法

申

期
込

間

本　　所
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南
部
支
所 

❾

ラクマック（噴霧機）

管轄事務所　南部支所
メ ー カ ー　丸山
年 式　平成 13 年

西
部
支
所 

❹

チッパー

管轄事務所　西部支所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 27 年

西
部
支
所 

❸

土壌改良剤散布機

管轄事務所　西部支所
メ ー カ ー　タカキタ
年 式　平成 27 年

ホッパー上部割れ有。

西
部
支
所 

❼

水田溝切り機

管轄事務所　西部支所
メ ー カ ー　大竹製作所
年 式　平成 27 年

西
部
支
所 

❷

自走式動力噴霧機

管轄事務所　西部支所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 26 年

西
部
支
所 

❻

ハンマーナイフモア

管轄事務所　西部支所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 27 年

消耗著しい。欠損部品有。

西
部
支
所 

❶

自走式動力噴霧機

管轄事務所　西部支所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 26 年

西
部
支
所 

❺

チッパー

管轄事務所　西部支所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 26 年

逆送りできない。

南
部
支
所 

❶

自走式動力噴霧機

管轄事務所　南部支所
メ ー カ ー　丸山
年 式　平成 22 年

南
部
支
所 

❺

自走式動力噴霧機

管轄事務所　南部支所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 27 年

南
部
支
所 

❹

自走式動力噴霧機

管轄事務所　南部支所
メ ー カ ー　丸山
年 式　平成 22 年

南
部
支
所 

❽

チッパー

管轄事務所　南部支所
メ ー カ ー　共立 
年 式　平成 27 年

クローラーが消耗してい
る。

南
部
支
所 

❸

自走式動力噴霧機

管轄事務所　南部支所
メ ー カ ー　丸山
年 式　平成 22 年

南
部
支
所 
❼

ハンマーナイフモア

管轄事務所　南部支所
メ ー カ ー　共立
年 式　平成 26 年

消耗が著しく、使用限界に
近い。

南
部
支
所 

❷

自走式動力噴霧機

管轄事務所　南部支所
メ ー カ ー　丸山
年 式　平成 22 年

南
部
支
所 

❻

土壌改良剤散布機

管轄事務所　南部支所
メ ー カ ー　タカキタ
年 式　平成 28 年

南部支所

西部支所
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加入随時受付中 !
令和６年度補償

見積りだけしてみたい、もOK！
お気軽にご相談ください

　

令
和
３
年
度
は
収
入
保
険
加
入
者

４
９
７
件
の
う
ち
、
２
３
１
件
の
方
に
総

額
６
億
５
，
１
４
８
万
円
の
保
険
金
等
を

お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　

価
格
低
下
に
よ
る
収
入
減
少
が
全
体
の

６
割
を
占
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
需
要
の
減
少
や
、
豊

作
に
よ
る
供
給
過
多
が
原
因
で
市
場
価
格

が
低
下
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
の
台
風

９
号
及
び
そ
の
後
の
長
雨
や
日
照
不
足
に

よ
る
作
物
全
体
の
生
育
不
良
が
多
く
み
ら

れ
、
収
穫
量
が
減
少
し
販
売
収
入
減
少
の

原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
加
入
者
数
は
年
々
増
加
し
、

令
和
５
年
度
は
７
５
７
件
の
方
が
加
入

し
、あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
備
え
て
い
ま
す
。

主
な
作
物
は
、
野
菜
が
全
体
の
５
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
徳
島
県
の
主
要
作
物
を

含
め
た
50
品
目
以
上
の
農
作
物
が
補
償
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
保
険
加
入
者
の

４
割
を
超
え
る
方
が

補
償
対
象
に
な
り
ま
し
た

徳
島
県
内
７
５
７
件
の
方
が

収
入
保
険
を

選
択
し
て
い
ま
す

つなぎ融資支払実績
保険金等支払実績

25 件
231 件

9,137 万円
6 億 5,148 万円

令和３年度契約

つなぎ融資支払実績
保険金等支払実績

58 件 2 億 6,758 万円
算定中

令和４年度契約

自分の収入だと
どのくらいの補償？

つなぎ融資って？

収入保険加入者数（令和 5 年 2 月末時点） 保険金等支払実績とつなぎ資金貸付状況（令和 5 年 2 月末時点）

要因別の支払割合（令和 5 年 2 月末時点）作物別加入割合（令和 5 年 2 月末時点）

価格低下
61％

その他　4％
病虫害　8％

需給緩和　12％

気象災害　15％
野菜
55％

その他　7％
花き　5％

果実　14％

米　19％

0
R1 R5R4R3R2

172

757

613
497

289

200

400

600

800
（件）

その他：けがや病気、鳥獣害、
　　　　取引先都合による出荷量の減少

その他：いも類、きのこ、麦類、大豆類、
鶏、はちみつなど

収 保入 険
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農
家
に
転
身
し
て
６
年
。
地

域
の
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い

る
問
題
を
目
の
当
た
り
に
し
た

こ
と
か
ら
、
38
歳
の
時
に
就
農

す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
現
在

は
雅
彦
さ
ん
の
ほ
か
妻
の
祥
恵

さ
ん
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
従
業
員

２
名
の
計
４
名
で
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
４
㌶
、
キ
ャ
ベ
ツ
４
㌶
を

栽
培
し
て
い
る
。

　
「
仕
事
を
辞
め
て
専
業
農
家

に
な
る
こ
と
へ
の
不
安
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
で
す
ね
。地
元
で

活
躍
す
る
若
手
農
業
者
の
存
在

は
、心
強
か
っ
た
で
す
」と
雅
彦

さ
ん
。

　

農
繫
期
に
集
中
す
る
作
業
や

作
業
進
度
が
天
候
に
よ
り
左
右

さ
れ
る
等
、
大
変
な
こ
と
も
あ

る
が
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間

も
た
く
さ
ん
あ
る
と
話
す
。「
家

で
採
れ
た
野
菜
を
使
っ
た
妻
の

料
理
は
、
家
族
み
ん
な
に
大
好

評
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
「
美

味
し
い
」
と
野
菜
を
モ
リ
モ
リ

食
べ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
喜

び
も
ひ
と
し
お
で
す
ね
」
と
笑

顔
を
見
せ
る
。

　

現
在
は
露
地
栽
培
の
み
だ

が
、
今
後
は
通
年
栽
培
で
き
る

作
物
を
増
や
そ
う
と
ハ
ウ
ス
の

新
設
を
検
討
中
。「
資
材
高
騰

な
ど
の
課
題
に
負
け
ず
、
農
業

で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

夫
の
父
の
代
か
ら
梅
を
植

え
て
40
年
、
約
１
０
０
本
の

梅
の
木
の
剪
定
や
収
穫
を
し

つ
つ
、
平
成
19
年
か
ら
「
ほ

の
ぼ
の
工
房
」
で
お
菓
子
づ

く
り
を
始
め
た
吉
野
川
市
美

郷
地
区
の

山
信
子
さ
ん
。

看
板
商
品
の
「
田
舎
だ
ん
ご
」

の
ほ
か
、
梅
乃
志
（
う
め
の

し
）【
梅
の
実
を
つ
ぶ
し
、
砂

糖
を
加
え
て
炊
き
、
広
げ
て

数
日
乾
燥
さ
せ
た
も
の
に
て

ん
さ
い
糖
を
ま
ぶ
し
た
和
菓

子
】
も
好
評
。
自
家
栽
培
梅
の

南
高
か
ら
で
き
る
邑
里（
ゆ
う

り
）、露
茜
か
ら
で
き
る
紅
衣

（
く
れ
な
い
）、梅
酒
の
梅
を
つ

か
っ
た
萌
黄（
も
え
ぎ
）と

３
種
類
の
商
品
を
取
り

そ
ろ
え
る
。原
材
料
に

使
わ
れ
て
い
る
品
種

独
特
の
風
味
・
甘

味
・
酸
味
に
特
徴

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
違
い
を
楽
し
め
る
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
シ
ー
ズ
ン
に

は
地
元
の
お
菓
子
業
者
で
構

成
す
る
「
美
郷
ス
イ
ー
ツ
研

究
会
」
が
、
梅
乃
志
と
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
を
セ
ッ
ト
で

販
売
す
る
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

と
の
相
性
は
抜
群
で
、
す
ぐ

に
完
売
す
る
人
気
商
品
と
な

っ
て
い
る
。「
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
え
る
と
本
当
に
う
れ
し
い
。

梅
の
手
入
れ
は
と
て
も
大
変

で
す
が
、「
あ
り
が
と
う
」
や

「
美
味
し
か
っ
た
」
の
声
の

お
か
げ
で
頑
張
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

お
い
し
い
の
声
が
や
り
が
い
に坂ば

ん

東ど
う

　
雅ま
さ

彦ひ
こ 

さ
ん

美
郷
の
梅
を
人
気
の
和
菓
子
に

ほ
の
ぼ
の
工
房
　
　

山
　
信
子 

さ
ん

か
じ
や
ま

の
ぶ  

こ

板野郡上板町

吉野川市美郷

がんばっとんじょで各県 地内島徳
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1 　グリーンピースは房から出し、塩をふりかけておく。
2 　鍋に２ℓのお湯を沸かし、塩を入れて混ぜて溶かす。 
3 　パスタを入れて、袋の表示時間より１分短く茹でる。
4 　フライパンに無塩バターを入れて熱し、薄切りに切っ

た玉ねぎ、１㎝幅に切ったベーコンを入れて炒める。
5 　粒コーン、グリーンピース、牛乳、コンソメ顆粒、

塩コショウを入れ、グリーンピースが柔らかくなるま
で２分ほど弱火で加熱する。

6 　茹で上がったパスタを入れて、軽く絡ませてお皿に
盛りつける。

7 　ピザ用チーズを乗せ、あればブラックペッパーを振っ
て出来上がり。

1 　グリーンピースは房から出し、塩をふりかけておく。
2 　小鍋にお湯を沸かし、1 のグリーンピースを入れて２分

ほど茹でて冷めるまで茹で汁につけたまま置いておく。
3 　電子レンジ対応のお皿にグリーンピース、しらす、輪

切りに切ったちくわを具の偏りが無いように乗せる。
4 　マヨネーズを上からかけ、塩コショウを少しふり、

チーズをのせる。
5 　電子レンジでチーズが溶けるまで 600w で約１分～１

分 30 秒、またはオーブンで焼き色が付くまで加熱する。
6 　粉パセリを振って出来上がり。

グリーンピース

今回の食材

Cook-NOSAI

おう
ちでおいしく

グリーンピースの
マヨチーズ焼き

　旬のグリーンピースは、ほくほくとした食感や甘みと香りが格別ですね。購入する際には、サヤが綺麗な
黄緑色でふっくらと張りがあるものを選びましょう。
　生鮮グリーンピースを使用する場合は、茹でる前に少量の塩を振りかけておくと色鮮やかに仕上がりま
す。また急に冷ますと皮が縮み硬くなるので、茹で汁につけたままゆっくり冷ましましょう。
　今回ご紹介した２品は、エダマメやソラマメなどに変更しても美味しいです。ぜひ季節の野菜を使ってア
レンジしてみてくださいね。
お料理教室 COOK-cielbleu　武田 桃枝さん　　http://cook-cielbleu.blog.jp/

作り方作り方

材料（３枚分）
グリーンピース
…… 100粒くらい（50ｇ）
塩………… 小さじ１/ ２
ちくわ……………… １本
しらす………………20 ｇ
マヨネーズ…… 大さじ１

塩コショウ………… 少々
ピザ用チーズ………40 ｇ

（スライスチーズ２枚でも代
用できます）
粉パセリ…………… 少々

材料（３枚分）
パスタ…………… 210 ｇ
水…………………… ２ℓ
塩……………………20 ｇ
グリーンピース
……… 60粒くらい（35ｇ）
無塩バター…………20 ｇ
玉ねぎ……………… １個
ハーフベーコン…… ３枚
粒コーン……… 大さじ３

牛乳……………… 600 ㏄
コンソメ顆粒… 小さじ２
塩コショウ…… 多め少々
ピザ用チーズ………90 ｇ
ブラックペッパー… 少々

クリームスープパスタ

　脇役になりがちなグリーンピースですが、食物繊維やたんぱく
質、ビタミンＢ１など、子どもから大人まで積極的に摂取したい
栄養素が豊富に含まれています。冷凍品や缶詰で一年中手にする
ことができるグリーンピースですが、旬は春から初夏の時期。今
回は旬のグリーンピースを使ったレシピを２品ご紹介します。
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ヒントを参考に、①から⑤に言葉を当てはめてください。Ａ～Ｅを並び替えると答えになります。

Ａ～Ｅを並び替えて５文字の言葉にしてください。

①本紙２頁をご覧ください。令和５年４月１日より「〇
〇〇診療所」が本所併設となりました。

②本紙８頁をご覧ください。「令和６年補償〇〇〇〇〇
〇保険加入受付中！」お気軽にご相談ください！

③本紙 10 頁をご覧ください。今回は旬の「〇〇〇〇〇
〇〇」を使ったレシピを紹介しています。皆さまもぜ
ひ作ってみてくださいね。

④心がさっぱりとしていてわだかまりがないこと。ま
た、口先だけで胆力のないこと。「〇〇〇の鯉の吹き
流し」

⑤梅雨時に純白の花を咲かせる「〇〇〇〇」。熟しても
裂開しないことからこの名前付きました。漢方では「山
梔子」として用いられています。

① A
② B
③ C
④ D
⑤ E

応 募 方 法

　藍染スポーツタオルは、幅が短いため首に巻いたり掛けたりと使い勝手
抜群です。シンプルなドットがつながった絞りは、ひと針ひと針縫い絞っ
て藍液を入れないことによって模様を出します。絞り方や染め方によって
柄の出方が変わる世界に一つだけの藍染め作品です。 
　藍染ローンハンカチは、ローンという薄い綿素材のハンカチです。表情
豊かなキリンやハラネコというネーミングが付いた個性ある猫のイラスト
を、藍染めの技法“抜染（ばっせん）”でハンカチに柄をつけました。薄
手なので乾きやすく、かばんやポケットの中でもかさばりません。

【お問合せ先】
特定非営利活動法人
とくしま障がい者就労支援協議会
徳島県徳島市南矢三町二丁目 1-59
徳島県立障がい者交流プラザ内
Tel　088−602−7560
HP　https://www.arunjo.com/

ハガキに問題の答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
ご意見・ご感想をご記入の上、お送りください。

※当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。
※いただいたご意見・ご感想等は氏名を省略し、本紙に掲載させてい

ただく場合がございます。

令和５年７月31日（月） 必着

答え

○答え
○氏名（年齢）
○住所
○電話番号
○ご意見・ご感想

徳島市山城西

二丁目74番地

NOSAI徳島

広報係 行

７ 0 5７ 08 4
63円切手を
お貼り
ください

板東の丘さん製作藍染スポーツタオルと
グッドジョブセンターGJCかのんさん製作藍染
ローンハンカチのセットをプレゼントします。

ヒント

クイズに答えて、プレゼントを当てよう！

クイズと一緒に
寄せられた

ご意見・ご感想を
紹介します。

クイズに正解された方の中から抽選で ５名様にプレゼント！

　定年退職後、夫と共に米とほうれん草と
枝豆作りに励んでいます。NOSAI の記事に
は、楽しんで農業を営まれている方々の姿
が掲載されています。いつも読んで元気をも
らっています。 　　　　　　　（60 代女性）　若い人が農業に興味をもって実現されるこ

とは大変喜ばしいことです。少しでも応援で
きたらと思い、早速「あんいちご園」へ行っ
てきました。とても甘くジューシーでおいしく
頂きました。　　　　　　　　（80 代女性）

　私たちが食している米や野菜、農業に携
わっておられる方々のいろいろなご苦労が思
われます。毎日、有難くいただいています。

　　　　　　　　　　　　（70 代女性）

　退職してから料理を始めました。これか
らも料理レシピ楽しみにしています。

（60 代男性）

　NOSAI クイズで、本号紙面のおさらいが
できて、しっかり頭に入りました。最後に文
字を並び替えるのも、夫婦で力を合わせて
完成しました。　　　　　　　（50 代男性）

前回の答えは
「りゅうひょう
　　（流氷）」でした。
たくさんのご応募
ありがとうございました！
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https://www.nosai-tokushima.jp/

　
「
地
産
地
消
を
目
標
に
、
堅
実
な
営

農
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
の
は

阿
南
市
那
賀
川
町
で
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培

す
る
國
森
慎
太
郎
さ
ん
。

　

25
歳
の
と
き
に
東
京
都
か
ら
、
妻
の

都
和
さ
ん
の
実
家
が
あ
る
徳
島
県
に
移

り
住
み
就
農
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
農
業

の
経
験
が
な
く
、
ベ
テ
ラ
ン
農
家
で
あ

る
都
和
さ
ん
の
父
に
農
業
の
基
礎
を
一

か
ら
教
わ
り
、
営
農
を
開
始
。
後
に
ハ

ウ
ス
キ
ュ
ウ
リ
の
促
成
栽
培
に
漕
ぎ
着

け
た
。

　
「
促
成
栽
培
は
、
ハ
ウ
ス
の
温
度
調

節
や
摘
葉
な
ど
の
細
か
い
管
理
が
必
要

で
、
マ
メ
な
自
分
の
性
分
に
合
っ
て
い

た
。
手
間
を
か
け
て
作
っ
た
も
の
を
消

費
者
の
方
に
食
べ
て
も
ら
え
る
の
が
と

て
も
嬉
し
い
」
と
、
農
業
を
選
ん
で
良

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
と
現
金

納
入
の
取
り
扱
い
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、

共
済
掛
金
等
を
口
座
振
替
に
て
納
入
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、
Ｊ
Ａ
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
阿
波
銀
行
、
徳
島
大
正
銀
行
、

四
国
銀
行
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
農
業
保
険
制
度
の
分
か

り
や
す
い
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
農
業
共

済
新
聞
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。「
四
国
版
」

で
は
、
四
国
各
地
の
生
産
者
の
活
動
や
身
近
な

話
題
が
満
載
で
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

か
っ
た
と
振
り
返
る
慎
太
郎
さ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
は
重
油
価
格
の
高
騰
に

よ
り
ハ
ウ
ス
内
の
加
温
に
経
費
が
多
く

か
か
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
機
に
無
加

温
で
キ
ュ
ウ
リ
以
外
の
野
菜
の
栽
培
も

始
め
た
。「
い
ず
れ
は
直
売
所
を
自
宅

に
設
け
て
、
新
鮮
で
色
と
り
ど
り
の
野

菜
を
地
域
の
方
に
食
べ
て
欲
し
い
。
人

手
が
少
な
い
分
、
規
模
の
拡
張
な
ど
の

無
理
は
せ
ず
、
質
の
良
い
美
味
し
い
野

菜
を
夫
婦
２
人
で
お
客
さ
ん
へ
届
け
た

い
」
と
こ
れ
か
ら
の
想
い
を
語
っ
て
く

れ
た
。

本　　 所
南 部 支 所
西 部 支 所
家畜診療所
NOSAI 徳島ホームページ

表紙のひと

國森慎太郎 さん
クニモリ農園

阿南市那賀川町

農
業
共
済
新
聞

２
カ
月
間
無
料
試
し
読
み
で
き
ま
す
！

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

毎週水曜日
月４回発行
年間購読料
5,520 円
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